
『首都と周辺の地域社会学』

Introduction and Digest Version



Ⅰ　Introduction
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地域「社会学」の対象領域
 

 

 マクロな制度・社会・構造 

   行政単位・経済構造・計画と政策・都市体系・建造環境 

       

           

 

 

広義の社会構造      狭義の社会構造（集団、社会階級・階層、権力構造） 

=地域社会全体       

 

     

諸個人・家族の生活構造・ネットワーク 
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Source: 玉野（2006）
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地域社会学の基本的立場

「都市の発展のリズムによって引き寄せられて
きた人々は、しかし人間である限りそれとは独
立したリズムのもとで社会的な生を営んでいく。
…その過程でさまざまな困難に遭遇し、…とき
としてより広い社会的連帯に訴えようとする。そ
れらは自治体の政策とも絡みながら、ある成果
や怨念を特定の地域空間に刻み込んでいく。
…われわれは皆このような…人々の努力や連
帯の記憶をしまいこんだ具体的な地域空間の
中に生きている」（玉野和志『東京のローカル・
コミュニティ』:iii）
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「そのような空間を介して、今はここにいない過去
ならびに未来の人々と社会的に繋がっていくことこ
そが、伝統や文化を尊重するということの本当の
意味なのである。…それらを踏まえて進まなけれ

ば、思わぬ抵抗に出くわしたり、さもなければ一群
の人々の生きてきた意味を無に帰する無体を演じ
ることになる。そのようなことを繰り返してきた都市
や国家には、他に誇るべき民族の伝統や文化な
ど決して根づきはしないのである」（ibid.）
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Lévi-Strauss Tristes Tropiques

「男の家の周りに小屋を環状に配置することは、
社会生活や儀礼の慣行にとって、極めて重要
な意味をもっているので、ダス・ガルサス河地
方のサレジオ会の宣教師たちは、ボロロ族を改
宗させるのに最も確かな遣り方は、彼らの集落
を放棄させ、家が真っ直ぐ平行に並んでいるよ
うな別の集落にすることにある、ということを直
ぐに理解した。先住民たちは、東西南北の方位
についても感覚が混乱し、彼らの知識の拠りど
ころとなる村の形を奪われて、急速に仕来りの
感覚を失っていった」。（中公クラシックス版49
頁）



'07第1週 首都と周辺の地域社会学 13



'07第1週 首都と周辺の地域社会学 14

地域社会学と社会調査

総合的地域調査を実施してきた代表的研究者集団 

分析方法の呼称 拠点大学・学会 主導的研究者 代表的調査点 特徴 

構造分析／社会過

程分析 

東京大学・地域社会

学会 

福武直・蓮見音彦・

似田貝香門 

新湊・八戸・福山・

神戸 

自治体の行財政分

析と集団編成分析 

社会的生産・労働-

生活過程分析 

北海道大学・地域社

会学会 

布施鉄治 夕張・倉敷 生活史からの追い

上げと階級構成表 

構造分析 地域社会学会 島崎稔・安原茂 川崎 階級分解の視点 

批判的構造分析（北

島, 1998） 

名古屋大学・労働社

会学会 

北川隆吉 中京圏 開発政策と産業の

分析 

 環境社会学会 舩橋晴俊・長谷川公

一・飯島伸子 

むつ小川原・新潟水

俣病・新幹線問題

環境問題への争点

アプローチ 

 

Source: the author’s 
o n
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福武直が主導・関与した主要な調査地点（1945 年以降、調査実習関係はのぞく） 

注: a, b, c…の記号は、出版物と調査地の対応関係を示す。 

年度 調査地 関連する主要な出版物 

1946 秋田県下川沿村 a、石川県志雄町 a、岡山県下倉村 a、宮城県清滝村 a、岡山県庭瀬

町 a 

1947 千葉県佐倉町 a、栃木県氏家町 a、福島県田島町 a、岩手県太田村 a 

1948 岩手県太田村 a、千葉県佐倉町 a 

1949 京都府久我村、長野県湖南村 a『日本農村の社会的性格』

1950 大阪府布施市、茨城県小松村、岡山県西山村、秋田県檜木内村 

1951 和歌山県三尾村、茨城県恋瀬村 

1953 長野県西塩田村、山梨県朝神村、秋田県下小阿仁村 b、岡山県浮田村 b 

1954 山形県大泉村、日立市・安中町 c、長野県湖南村、

山梨県大鎌田村 b 

b『日本農村社会の構造分析』 

1955 山梨県大鎌田村 b、千葉県増穂村 c『近代鉱工業と地域社会の

展開』（日本人文科学会） 

1956 佐久間ダム e、山梨県大鎌田村 b、静岡県湖西町 d 

1957 静岡県湖西町 d、新潟県糸魚川市 f 

1958 新潟県糸魚川市 f、新潟県木崎村 d『合併町村の実態』／e『佐

久間ダム』（日本人文科学会） 

1959 山形県大泉村、新潟県木崎村、栃木県氏家町 a 

1960 山形県酒田市、静岡県袋井市 

1961  f『地方都市』（佐藤智雄編） 

1964 山形県天童市、富山県新湊市 g、青森県八戸市 g、神奈川県大井町＃ 

1965 群馬県笠懸村、神奈川県大井町 h g『地域開発の構想と現実』

1966 神奈川県大井町 h 

1967 秋田県金浦町、岡山県上道町 b h『大井町』 

1968 秋田県金浦町 →（福武, 1971） 

1969 小笠原諸島 

出典: （福武,1976）巻末の年譜などにより作成した。 
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「北海道生活社会学研究会」が実施した主要な調査 

注: ［ ］内はその調査が文章化されているもの。 

年度 調査地 

1972 北海道標茶町［布施ほか, 1975］ 

1973 夕張市（北炭平和鉱）［布施ほか, 1982］ 

1974 夕張市（三菱南大夕張、高校）、福岡県三井三池炭鉱 

1975 北海道大樹町（拓北、生花、市街地）［布施ほか, 1977; 1977-78］、夕張市（炭

鉱職員、諸労組） 

1976 夕張市（生保世帯ほか）、根室市 

1977 北海道幌延町［布施・小内, 1979］、札幌市菊水・屯田地区（労働者、高校）、夕

張市（炭鉱離職者） 

1978 夕張市、札幌市（勤労青年、マスコミ）、北海道共和町（中学校）、宮崎県北郷村

1979 札幌市（マスコミ）、秋田県湯沢市・井川町［布施編, 1985］ 

1981 北海道美深町［布施ほか, 1988］、夕張市、札幌市（養護学級） 

1982 美深町、札幌市（小学校）、湯沢市、新潟県巻町［布施編, 1985］、倉敷市［布施

編, 1992］ 

1983 夕張市、美深町、島根県斐川町、倉敷市 

1984 札幌市（小学校）、倉敷市 

1985 札幌市（高校）、倉敷市 

1986 千歳市、恵庭市（高校）、倉敷市 

1987 帯広市、札幌市（家族、親子関係、青年、マスコミ、労働者） 

1988 帯広市、札幌市（家族） 

1989 東京都墨田区［布施編, 1990］ 

1990 札幌市（手話の会）、倉敷市 

1991 北海道士幌町 

1992 北海道石狩市 

出典: 小林甫, 2004 に補足を加えた。表中の（ ）内は原文のままである。
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「都市と
農村」と
いう問題
構制

Source:島崎・北川編（1962）
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「日本列島改造論」

「工業の全国的な
再配置と知識集約
化、全国新幹線と
高速自動車道の建
設、情報通信網の
ネットワークの形成
などをテコにして、
都市と農村、表日
本と裏日本の格差
は必ずなくすことが
できる」（3頁）


